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仙
南
第
一
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
議
会
白
石
支
部
（
上
西
博

志
支
部
長
）
は
、
白
石
市
の
小
中
学
校
13
校
の
う
ち

11
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
採
用
さ
れ
る
成
果
を
上
げ
た
。
11

校
は
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
の
ミ
ッ
ク
ス
空
調
。
す
べ

て
Ｅ
Ｈ
Ｐ
で
決
ま
り
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
電
気

料
金
の
上
昇
を
抑
制
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
の
併
用
に
切
り
替
え
さ
せ
た
。

　
明
和
プ
ロ
パ
ン
（
本
社
・
三
重
県
明
和
町
、
石
田

和
生
社
長
）
は
石
油
ガ
ス
流
通
合
理
化
対
策
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
（
省
電
力
広
域
）
無

線
通
信
方
式
の
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

９
月
か
ら
年
内
を
メ
ド
に
全
顧
客
１
６
０
０
件
の
う

ち
４
５
０
件
に
東
洋
計
器
の
送
信
機
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
」
を
取
り
付
け
、
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
。
２

年
前
に
導
入
し
た
タ
ッ
チ
検
針
も
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
拍
車
を
か
け
る
。

小
中
学
11
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

デ
マ
ン
ド
抑
制
へ

全
電
化
計
画
回
避 

市
が
併
用
案
承
認

仙南第一協
白 石 支 部Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視
導
入

明
和
プ
ロ
パ
ン 

年
内
450
件

顧客満足を第一に地域一番点を目指す

東
洋
計
器
の
端
末
採
用

白
川
小
学
校
に
設
置
し
た
容
器
庫
と
８
馬
力
Ｇ
Ｈ
Ｐ

ア
ス
ト
モ
ス
東
北 

２
会
場
で
講
座

保
安
改
善
策
を
提
示

　
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
毎
日
検
針
を
す
る
こ

と
で
日
次
使
用
量
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
可
視
化
、
高
齢

者
宅
の
ガ
ス
使
用
状
況
を
通

じ
て
安
否
を
確
認
す
る
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
、
Ⅰ
ｏ
Ｔ
と
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
配
送
業
務
の

最
適
化
・
効
率
化
に
よ
る
働

き
方
改
革
な
ど
を
進
め
る
の

が
狙
い
。
残
り
１
１
５
０
件

も
早
期
に
新
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
さ
せ
る
。

　
同
社
は
２
年
前
に
も
同
補

助
金
を
活
用
し
て
タ
ッ
チ
検

針
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
新

料
金
プ
ラ
ン
の
導
入
を
進

め
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
分

計
機
能
付
き
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

を
顧
客
先
に
設
置
し
、
同
機

能
を
活
用
し
た
新
た
な
料
金

プ
ラ
ン
「
暖
房
割
引
（
ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
）
」
に
多

く
の
顧
客
が
加
入
し
た
。
別

プ
ラ
ン
の
「
エ
コ
推
進
割

引
」
は
全
顧
客
が
選
択
し
、

地
域
に
フ
ァ
ン
が
広
が
っ

た
。
さ
ら
に
タ
ッ
チ
検
針
で

検
針
業
務
の
効
率
化
と
誤
検

針
防
止
、
料
金
内
容
の
明
確

化
を
図
り
、
検
針
デ
ー
タ
の

有
効
活
用
に
よ
る
業
務
全
般

の
合
理
化
と
可
視
化
に
つ
な

げ
た
。

　
現
在
は
「
透
明
」
「
公

平
」
「
選
択
」
「
わ
か
り
や
す

い
」
「
お
値
打
ち
」
「
楽
し

い
」
を
基
本
理
念
に
、
商
圏

・
東
京
、
山
城
悠
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

と
量
子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ
の
実

用
化
に
向
け
た
業
務
提
携
契

約
を
締
結
し
た
。

　
量
子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ
は
量

子
力
学
の
性
質
を
「
組
み
合

わ
せ
最
適
化
問
題
」
に
応
用

を
半
径
５
㌔
㍍
以
内
に
限

定
。
商
圏
内
で
の
コ
ア
な
フ

ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
半
径
５
㌔

㍍
以
内
の
シ
ェ
ア
は
25
％
を

超
え
、
半
径
２
・
５
㌔
㍍
に

限
定
す
る
と
50
％
超
に
達
し

て
い
る
。

　
た
だ
高
齢
化
世
帯
の
増
加

か
ら
、
２
０
３
０
年
に
は
現

在
の
顧
客
は
30
％
減
少
す
る

と
予
測
。
ま
た
顧
客
の
20
％

は
他
店
や
電
気
に
移
動
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
分
析
す

る
。
こ
の
た
め
顧
客
が
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う

と
情
報
収
集
を
図
る
べ
く
、

２
年
前
か
ら
シ
ス
テ
ム
改
革

に
着
手
し
た
。
顧
客
と
の
対

面
を
第
一
と
と
ら
え
、
タ
ッ

チ
検
針
を
導
入
。
検
針
業
務

を
パ
ー
ト
か
ら
社
員
に
変
更

す
る
と
訪
問
時
の
面
談
機
会

が
増
え
、
顧
客
情
報
の
取
得

が
捗
り
、
顧
客
満
足
度
が
向

上
す
る
な
ど
の
効
果
が
生
ま

れ
た
。
ガ
ス
外
業
務
の
増
加

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
醸

成
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
料
金
は
四
つ
の
プ
ラ
ン
を

設
定
。
１
立
方
㍍
に
つ
き
20

円
引
き
（
25
立
方
㍍
ま
で
）

す
る
エ
コ
推
進
割
引
、
ガ
ス

暖
房
利
用
料
金
を
１
立
方
㍍

２
８
０
円
で
提
供
す
る
ガ
ス

暖
房
割
引
、
基
本
料
金
を
年

払
い
し
て
基
本
料
金
と
使
用

（
従
量
）
料
金
を
８
％
（
10

月
以
降
は
10
％
）
割
り
引
く

マ
イ
プ
ラ
ン
割
引
（
ガ
ス
使

用
量
に
よ
り
３
種
類
）、
さ

ら
に
７
月
か
ら
は
毎
月
の
ガ

ス
料
金
の
銀
行
（
郵
便
局
）

引
き
落
と
し
、
ま
た
は
翌
月

10
日
ま
で
に
事
務
所
で
現
金

払
い
す
れ
ば
翌
月
請
求
額
か

ら
３
０
０
円
を
値
引
く
口
座

振
替
割
引
を
加
え
た
。

　
こ
う
し
た
料
金
プ
ラ
ン
、

毎
月
発
行
の
か
わ
ら
版
の
ク

イ
ズ
に
答
え
を
記
入
し
て
持

参
す
る
と
ガ
ラ
ガ
ラ
く
じ
が

引
け
る
企
画
な
ど
、
充
実
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り

口
コ
ミ
で
毎
年
30
～
40
件
の

新
規
契
約
の
申
し
込
み
が
あ

る
と
い
う
。

　
今
後
も
対
面
機
会
を
増
や

し
て
顧
客
の
不
安
と
不
満
を

解
消
、
安
心
・
安
全
を
提
供

し
、
新
料
金
シ
ス
テ
ム
の
周

知
と
内
容
の
充
実
に
努
め
、

高
齢
者
に
も
負
担
の
か
か
ら

な
い
冬
季
の
ガ
ス
暖
房
需
要

を
開
拓
す
る
方
針
だ
。

^

　
東
邦
ガ
ス
（
本
社
・
名
古

屋
市
、
冨
成
義
郎
社
長
）
は

７
月
17
日
、
Ｊ
ｉ
ｊ
（
本
社

東
邦
ガ
ス
と
Ｊ
ｉ
ｊ

量
子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ

実
用
化
へ
業
務
提
携

し
、
従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
よ
り
は
る
か
に
効
率
的
に

最
適
解
を
導
く
と
期
待
さ
れ

る
最
新
技
術
。
組
み
合
わ
せ

最
適
化
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
の
組
み
合
わ
せ
の
中

か
ら
最
も
条
件
の
良
い
選
択

肢
を
導
く
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
で
は
工
場
設
備
の
稼
働
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
荷
物
搬
送
時

の
配
送
ル
ー
ト
な
ど
に
適
用

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
東
邦
ガ
ス
の
実
際

の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の
中

で
、
組
み
合
わ
せ
最
適
化
問

題
と
関
連
性
が
深
く
量
子
ア

ニ
ー
リ
ン
グ
の
活
用
が
期
待

で
き
る
分
野
を
洗
い
出
し
、

共
同
実
証
を
行
う
。
ま
た
最

適
解
を
導
く
な
か
で
知
見
を

深
め
る
と
と
も
に
、
生
産
性

向
上
の
効
果
を
定
量
的
に
検

証
し
て
量
子
ア
ニ
ー
リ
ン
グ

の
実
用
化
を
目
指
す
。

　
中
部
ア
ス
ト
モ
ス
会
の
推

進
組
織
、
中
部
明
友
会
は
７

日
、
名
古
屋
市
の
ノ
ー
リ
ツ

名
古
屋
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
今

年
度
ロ
ー
プ
レ
研
修
の
２
回

目
を
開
い
た
。
21
人
が
受
講

し
た
。
午
前
中
は
ノ
ー
リ
ツ

製
こ
ん
ろ
の
オ
ー
ト
グ
リ
ル

機
能
と
通
常
の
こ
ん
ろ
機
能

を
使
っ
て
焼
き
そ
ば
と
唐
揚

げ
作
り
を
行
い
、
両
者
の
違

い
を
体
感
。
オ
ー
ク
グ
リ
ル

で
自
動
調
理
し
て
い
る
間
に

他
の
こ
と
が
で
き
る
利
便
性

や
、
調
理
時
間
の
速
さ
な
ど

を
実
感
し
た
。

　
午
後
は
３
班
に
分
か
れ
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
ガ
ス
機
器
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ど
う
効
果
的
な
き
っ
か
け
ト

ー
ク
を
す
る
か
を
話
し
合
う

と
と
も
に
、
午
前
中
の
実
習

を
踏
ま
え
た
ロ
ー
プ
レ
実
践

に
取
り
組
ん
だ
。

　
ロ
ー
プ
レ
で
は
顧
客
が
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の

購
入
を
検
討
し
て
い
る
と
い

う
設
定
を
新
た
に
加
え
た
。

班
別
の
実
践
を
通
じ
「
Ｉ
Ｈ

を
否
定
す
る
の
で
な
く
認
め

た
う
え
で
、
さ
ら
に
ガ
ス
の

優
れ
た
点
を
話
し
た
方
が
良

い
」「
具
体
的
な
事
例
を
交

え
な
が
ら
話
す
と
納
得
さ

れ
、
お
客
さ
ま
も
安
心
す

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　
昨
年
秋
に
上
西
支
部
長
が

教
育
委
員
会
に
「
ガ
ス
で
で

き
る
空
調
」
を
説
明
。
そ
の

後
、
上
西
支
部
長
と
鈴
木
智

洋
副
支
部
長
が
、
副
市
長
や

部
長
ら
市
の
幹
部
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
そ
の
際
、
市
か
ら
デ
マ

ン
ド
契
約
の
基
本
料
金
が
上

が
る
の
が
悩
み
だ
と
聞
き
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
な
ら
受
電
設
備
を
増

強
せ
ず
、
電
気
代
を
抑
え
ら

れ
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
す
る
方
向

で
話
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

市
側
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て

地
元
の
電
気
事
業
者
団
体
の

代
表
者
の
元
に
相
談
に
行
く

と
、
そ
の
代
表
者
も
「
実
は

電
気
代
が
上
が
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
た
」
と
応
じ
て
き

た
。
結
果
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
Ｇ
Ｈ

Ｐ
を
併
用
す
る
方
向
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
特
別
教
室
な
ど
負
荷
の
大

き
な
教
室
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
小
さ

な
教
室
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
。
ガ
ス
配

管
距
離
が
長
く
な
っ
た
り
、

露
出
配
管
が
目
立
つ
形
に
な

る
２
階
、
３
階
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
。

受
電
設
備
の
増
設
は
し
な

い
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
ベ

ー
ス
に
設
計
し
直
し
た
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
比
率

に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
13

校
の
う
ち
11
校
で
13
台
、
１

９
０
馬
力
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
採
用

さ
れ
た
。
２
校
は
小
規
模
の

た
め
Ｅ
Ｈ
Ｐ
だ
け
で
も
電
気

代
に
響
か
ず
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
納
入
な
ど
は
一

切
、
電
気
工
事
業
者
に
任
せ

た
。
各
校
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供

給
し
て
い
る
事
業
者
が
配
管

と
容
器
庫
設
置
の
工
事
を
行

っ
た
。
３
月
に
着
工
し
６
月

末
に
完
工
し
た
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
採
用
に
は
、
同

支
部
と
白
石
市
が
防
災
体
制

整
備
な
ど
を
通
じ
て
以
前
か

ら
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。
上
西
支
部
長
は

「
次
は
体
育
館
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を

提
案
し
た
い
」
と
意
欲
を
見

せ
た
。

　
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

東
北
支
店
（
岩
丸
敏
秀
支
店

長
）
は
８
日
に
盛
岡
市
、
９

日
に
仙
台
市
で
保
安
講
習
会

「
出
張
！
ア
カ
デ
ミ
ー
保
安

講
座
」
を
開
い
た
。
両
会
場

で
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
保
安
講
習
会

だ
が
、
昨
年
か
ら
有
料
化
し

内
容
を
一
新
。
保
安
に
関
す

る
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
ど
こ
を
ど

う
改
善
す
れ
ば
い
い
か
ま
で

を
具
体
的
に
示
し
た
。

　
９
日
は
仙
台
市
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
た
＝
写
真
。「
販
売

事
業
編
」
と
「
製
造
・
配
送

事
業
編
」
に
分
け
て
実
施
。

販
売
事
業
者
編
は
、
立
ち
入

り
検
査
で
同
社
関
係
会
社
な

ど
が
実
際
に
指
摘
さ
れ
た
事

例
を
も
と
に
、
間
違
っ
て
認

識
し
が
ち
だ
っ
た
り
、
見
落

と
し
て
い
ま
い
が
ち
な
不
適

切
事
項
な
ど
を
伝
え
た
。
間

違
っ
た
状
況
と
、
正
し
い
あ

る
べ
き
状
況
を
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
使
い
分
か
り
や
す
く
説

明
。
関
係
法
令
の
条
文
を
示

し
、
規
制
の
背
景
な
ど
を
説

明
し
た
。
バ
ル
ク
貯
槽
の
告

示
検
査
を
進
め
る
際
の
手
順

や
留
意
点
、
最
近
の
法
令
関

係
の
動
向
も
紹
介
し
た
。

　
製
造
・
配
送
事
業
編
も
、

同
社
が
関
係
会
社
の
充
填
所

や
配
送
事
業
者
に
対
し
保
安

監
査
を
行
っ
た
際
に
見
つ
か

っ
た
事
例
を
も
と
に
、
不
適

切
な
状
況
と
本
来
あ
る
べ
き

姿
を
図
や
写
真
で
示
し
た
。

潜
在
的
な
危
険
性
な
ど
を
予

測
、
分
析
し
た
上
で
回
避
策

や
低
減
策
を
検
討
す
る
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進
め
方

も
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、
添
付
資
料
に
掲

載
し
き
れ
な
か
っ
た
事
例
や

講
座
で
触
れ
な
か
っ
た
情
報

を
盛
り
込
ん
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
参

加
特
典
と
し
て
配
布
し
た
。

　
山
形
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

は
２
０
１
５
年
、
休
眠
状

態
だ
っ
た
青
年
部
を
再
び

立
ち
上
げ
た
。
再
興
後
の

「
初
代
」
部
会
長
は
千
代

田
商
事
の
佐
藤
友
紀
社
長

が
務
め
た
。
50
歳
の
年
齢

制
限
を
超
え
た
こ
と
も
あ

っ
て
６
月
、
副
部
会
長
を

務
め
て
き
た
古
沢
和
明
氏

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。

　
７
月
に
さ
っ
そ
く
、
夏

季
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
山
形
第
２
・

３
団
の
子
供
た
ち
を
相
手

に
「
火
お
こ
し
体
験
」
を

行
っ
た
。
起
こ
し
た
火
を

夕
食
の
調
理
に
使
え
る
よ

う
薪
に
火
を
移
す
作
業
を

手
伝
っ
た
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て

も
ら
う
勉
強
時
間
を
設
け

る
な
ど
新
味
を
加
え
た
。

　「
小
学
校
で
は
現
在
、

英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
教
科
が
増
加
し
て
お

り
、
授
業
に
余
裕
が
な
く

な
る
。
火
起
こ
し
体
験
を

授
業
と
し
て
行
う
の
は
難

し
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

ま
で
参
加
し
て
き
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
催
事
や
学
童
保
育
な

ど
学
校
の
授
業
以
外
の
場

を
見
つ
け
て
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
説
明
し
「
今
、

青
年
部
会
で
は
火
育
イ
ベ

ン
ト
を
も
っ
と
県
内
の
あ

ち
こ
ち
で
開
く
こ
と
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

数
を
こ
な
し
て
い
く
う
ち

に
次
に
や
る
べ
き
こ
と
が

見
え
て
く
る
の
で
は
」
と

考
え
を
示
す
。

　
差
し
当
た
っ
て
の
課
題

は
、
部
会
員
を
増
や
す
こ

と
。
現
在
の
部
会
員
は
正

会
員
20
人
と
、
正
会
員
の

条
件
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
50
歳
以
上
の
協
賛
会
員

２
人
を
合
わ
せ
た
22
人
。

「
こ
の
う
ち
９
人
が
山
形

支
部
管
内
の
事
業
者
な
の

で
、
ほ
か
の
地
域
の
部
会

員
も
増
や
し
た
い
」

　
寒
河
江
市
出
身
の
45

歳
。
銀
行
員
だ
っ
た
が
12

年
に
菱
沼
に
入
社
し
た
。

今
年
５
月
に
社
長
に
就
い

た
。
同
社
は
元
売
の
器
具

販
売
コ
ン
テ
ス
ト
で
常
に

上
位
入
賞
す
る
な
ど
販
売

力
に
定
評
が
あ
る
。
年
に

２
回
、
本
社
で
感
謝
祭
を

開
い
て
い
る
が
、
流
し
そ

う
め
ん
や
も
ち
つ
き
、
カ

ッ
プ
め
ん
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
積
み
上
げ
る

ゲ
ー
ム
な
ど
、
顧
客
に
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
一
番

に
考
え
て
企
画
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
地
域
や
ユ

ー
ザ
ー
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
姿
勢
が
販
売

力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
社
員
が
手
作
り
し
２
カ

月
に
１
回
顧
客
に
配
布
す

る
「
菱
沼
い
ど
ば
た
新

聞
」
に
は
毎
回
ク
イ
ズ
を

載
せ
て
い
る
。
消
費
者
が

そ
の
解
答
を
記
入
し
て
切

り
取
っ
た
紙
を
袋
に
入
れ

て
メ
ー
タ
ー
に
ぶ
ら
下
げ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。「
あ
り
が
た
い
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
電
化
攻

勢
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
で

環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
「
熱
源
や
価
格

を
提
案
す
る
前
に
、
お
湯

が
出
る
、
料
理
が
で
き
る

な
ど
、
お
客
さ
ま
の
快
適

な
生
活
を
実
現
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
当
社
の
役
目
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
考

え
方
で
お
客
さ
ま
と
接
す

る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
」。
加
え
て

「
灯
油
を
入
れ
る
と
き
に

タ
ン
ク
の
上
の
雪
を
は
ら

っ
た
り
、
タ
ン
ク
を
拭
い

た
り
す
る
と
い
っ
た
、
ち

ょ
っ
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
で
当
社
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
た
。

　
古
田
裕
貴
世
話
人
は
「
オ

ー
ト
グ
リ
ル
で
の
調
理
実
演

で
時
短
が
で
き
る
な
ど
の
営

業
話
法
を
学
べ
た
と
思
う
。

実
機
体
験
は
カ
タ
ロ
グ
で
何

十
回
説
明
す
る
よ
り
も
理
解

と
説
得
力
が
あ
る
貴
重
な
経

験
。
明
日
か
ら
の
営
業
に
今

日
の
体
験
を
生
か
し
、
お
客

さ
ま
に
伝
え
、
感
謝
と
信
頼

さ
れ
る
物
売
り
と
ス
ト
ー
リ

ー
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ＩＨを見据えた提案に取り組んだ

オートグリル体感
中部明友会 ロープレ研修

部
会
員
増
強 

次
代
へ
火
育
活
発
化

菱
沼（
山
形
市
）社
長

山形県ＬＰガス協会青年部会長に就任

古沢和明氏

古田裕貴世話人
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